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　　環境経営レポート

（２０２２年１２月１日～２０２３年２月２８日）



組織の概要及び対象範囲

事業所名　　　　株式会社ＰＧＭ　ＤＥＮＴＡＬ

代表者氏名　　　明松　麻也

会社設立年月日　　2020年6月11日

資本金　　200万円

環境管理責任者　　隅田　雄紀 　

担当者　　　　　　　　阿部　祐太郎

連絡先　　　　   　　　090-3248-4991

Ｔｅｌ　　　　　　　　 　　044-701-2752

Ｆａｘ                    044-701-5542

Ｅ－ｍａｉｌ　 　　　　　　yt-abe@pgm-dental.com

所在地

(本社登記）神奈川県川崎市川崎区貝塚一丁目１番３号 川崎フコク生命ビル４階４０３

(神奈川営業所）神奈川県川崎市川崎区渡田向町28-1 ハラビル1F

(東京営業所）東京都足立区六町2丁目7-17

事業内容　　   　　

産業廃棄物の収集・運搬

特別管理産業廃棄物の収集・運搬

非鉄金属の収集・運搬

事業の規模　2021年度（2021年6月～2022年5月）

総敷地面積・総延べ床面積・その他事業規模がわかる情報

売上額　　　　 　　　　1.2億円

従業員数　　　　　　　5名

(神奈川営業所）総敷地面積 25.92㎡

(東京営業所）総敷地面積 25.7㎡

環境管理責任者・担当者及び連絡先　



対象範囲

（1）対象範囲（認証・登録範囲）

認証登録対象組織

(神奈川営業所）神奈川県川崎市川崎区渡田向町28-1 ハラビル1F

(東京営業所）東京都足立区六町2丁目7-17

（2）認証・登録対象活動

産業廃棄物収集・運搬（積替・保管を除く）

特別管理産業廃棄物収集・運搬（積替・保管を除く）

非鉄金属の収集・運搬

運搬車両の種類と台数

・普通自動車（ハイエース、キャラバン）保冷車３台

産業廃棄物の処理実績(受託した産業廃棄物の収集運搬量）

・産業廃棄物（R4.12月～R5.2月）

1891kg

・特別産業廃棄物（R4.12月～R5.2月）

1479kg

・非鉄金属取扱量（R4.12月～R5.2月）

44044g

産業廃棄物処理業の許可の状況

［産業廃棄物収集運搬業許可証］

：

：

：

：

：

：

：

許 可 年 月 日 R4.6.17 R4.6.9 R4.9.6 R4.9.28

許 可 番 号 1300226818 01400226818 01200226818 01100226818

産 業 廃 棄 物 の 種 類 下記※参照 下記※参照 下記※参照 下記※参照

許 可 の 条 件 下記※参照 下記※参照 下記※参照 下記※参照

R9.9.27

事 業 範 囲 収集運搬 収集運搬 収集運搬 収集運搬

許可都道府県・政令市 東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県

許 可 の 有 効 期 限 R9.6.16 R9.6.8 R9.9.5



［特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証］

：

：

：

：

：

：

：

汚泥（石綿含有産業廃棄物を除く。）廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

（石綿含有産業廃棄物を含む。）（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）（以上１２種類）

※特別産業廃棄物の種類

①感染性廃棄物　②特定有害産業廃棄物　ア.廃石綿等

※ 許可の条件

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

及びその他の関係法令を遵守すること。

サイト名称及び所在地

https://www.pgm-dental.com/

※産業廃棄物の種類

許 可 の 条 件 下記※参照 下記※参照

許 可 番 号 1350226818 01450226818 01250226818 01150226818

下記※参照 下記※参照

産 業 廃 棄 物 の 種 類 下記※参照 下記※参照 下記※参照 下記※参照

事 業 範 囲 収集運搬 収集運搬 収集運搬 収集運搬

許 可 の 有 効 期 限 R9.6.16 R9.6.8 R9.9.5 R9.9.27

許可都道府県・政令市 東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県

許 可 年 月 日 R4.6.17 R4.6.9 R4.9.6 R4.9.28

https://www.pgm-dental.com/


［企業理念・事業活動］

  当社は「廃棄物の収集運搬業」を通して、歯科医院・歯科技工所を取引先とした非鉄金属のリサイクルを行う会社です

  すなわち、「資源再生・リサイクル」を拡大・充実することにより、国の推進する循環型社会の実現、

  地球環境保全に貢献します。

［行動指針］

　当社は上に掲げた企業理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全員が理解し、

  以下の項目につき積極的に取組みます。

１．国・地方自治体などの環境に関連する規制及び当社が同意したその他の要求事項を遵守することはもとより、

    自主管理基準を設定して、継続的に汚染の予防に努める。

２．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

３．地球環境保護のために、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

 ①・二酸化炭素総排出量の削減        

　 ②・水資源使用量の削減

　 ③・廃棄物の削減及びリサイクルの推進

   ④・紙資源使用量の削減及びリサイクルの推進

   ⑤・事務所周辺の清掃及び地域貢献活動(ボランティア)の推進

   ⑥・環境関連法規の遵守

   ⑦・燃料（軽油、ガソリン、灯油、LPGなど）使用量の削減

４、回収資源の売上増を目指します。

５．環境経営方針は、すべての従業員に周知します。

環境経営方針

2022年10月28日

株式会社PGMDENTAL

代表取締役　明松　麻也



運用期間相当 運用期間

2021年12月 2022年12月

～2022年2月 ～2023年2月

（排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量）

 総量
11,994

kg-CO2

総量
3082

kg-CO2

2％削減
11,754
kg-CO2

2％削減
3,020

kg-CO2

4％削減
11,514
kg-CO2

6％削減
11,274
kg-CO2

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

1,195 kWh 279kWh 1,171 kWh 273kWh 1,159 kWh 1,147kWh

(540kg-CO2) (126kg-CO2) (529kg-CO2) (123kg-CO2) (523kg-CO2) (518kg-CO2)

3%削減 3%削減 5%削減 7%削減

4,973 L 1,272 L 4,823 L 1,233L 4,726 L 4,624 L

(11,537kg-CO2) (2,951kg-CO2) (11,189kg-CO2) (2,860kg-CO2) (10,964kg-CO2) (10,727kg-CO2)

5%削減 7%削減

0L 0 L 1,265L 463.65L 1,201L 1,176 L

(0kg-CO2) (0kg-CO2) (3263,70kg-CO2) (1196,22kg-CO2) (3098,58kg-CO2) (3034,08kg-CO2)

（一廃排出量） （一廃排出量） 10%削減 10%削減 15%削減 20%削減

107Kg 36Kg 96Kg 32Kg 90Kg 85Kg

（水使用量） （水使用量） （水使用量） （水使用量） （水使用量） （水使用量）

節水活動の実施 節水活動の実施 節水活動の実施 節水活動の実施 節水活動の実施 節水活動の実施

手順遵守 手順遵守 手順遵守 手順遵守 手順遵守 手順遵守

（総運搬量） （運搬量） （総運搬量） （運搬量） （総運搬量）30％増 （総運搬量）40％増

0ｋｇ 0ｋｇ 5,313ｋｇ 1,891ｋｇ 6,906ｋｇ 7,438ｋｇ

（総運搬量） （運搬量） （総運搬量） （運搬量） （総運搬量）30％増 （総運搬量）40％増

0ｋｇ 0ｋｇ 4,914ｋｇ 604ｋｇ 6,388ｋｇ 6,879ｋｇ

（総重量） （重量） （総重量）30％増 （重量） （総重量）40％増 （総重量）50％増

44,237ｇ 19,422ｇ 57,508ｇ 25,249ｇ 61,931ｇ 66,355ｇ

６．新規取引先の獲得 97件 31件 126件 40件 135件 145件

注：

２）　化学物質の使用はありません。

３）　軽油については2023年から車を購入した為、基準は2022年度とする。一カ月の平均にて目標設定にしている。

４）　受託した産業廃棄物及び特別産業廃棄物については基準は2022年度とする。

５）水使用量の削減については賃貸物件側の管理の為、数値管理はできないものの節水活動は実施する。

一廃２．営業所の一般廃棄物排出
量の削減

３．水使用量の削減(節水活動の実
施)

４－１．受託した産業廃棄物の
収集運搬量の拡大

４－２．受託した特別産業廃棄物
の　　　　収集運搬量の拡大

５．非鉄金属リサイクルの拡大

1)　購入電力の二酸化炭素排出係数：東京電力0.452 kg-CO2/kWh

通年(2022年6月
～2023年5月）

１．二酸化炭素排出量の削減

１－１．電力使用量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　0.452ｋｇ－CO2/ｋWh）

１－２．自動車燃料(ガソリン）使用
量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　2.32ｋｇ－CO2/L）
１－３．自動車燃料(軽油）使用量
の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　2.58ｋｇ－CO2/L）

環　境　経　営　目　標

環境経営目標

基準（実績） 年度目標 中期目標

2021年度 2022年度

2023年度
(2023年6月

～2024年5月）

2024年度
（2024年6月

～2025年5月）
通年(2021年6

月
～2022年5月）

登録

遵守評価

承 作

環境管理責任者

環境管理責任

環境事務局

環境事務局

2022.11.24 阿部



基準年度：２０２１年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施
　　　　　（達成度は80％とする）

２０２１年
１０月 １１月 １２月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 二酸化炭素排出量の削減 ・電力、化石燃料使用量の削減 阿部
量の削減 ・低公害車・低燃費車の導入 実施案作成

２％削減（→９８％） ・作業効率の向上 ■ ■ ■
３，０８２ｋｇ ・太陽光発電の導入 計画模索中

↓ 　　計画排出量累計（ｋｇ） 920kg 918kg 1244kg

３，０２０ｋｇ 　　実績排出量累計（ｋｇ） 2938kg1589kg2447ｋｇ
評価 × × ×

1.1 電力使用量の削減 ・装置の不使用時電源ＯＦＦ 隅田 ■ ■ ■
・エアコン温度設定最適化 ■ ■ ■
　　計画電力使用量(kwh) 71ｋｗｈ76ｋｗｈ132ｋｗｈ

２％削減（→９８％） 　　実績電力使用量（kwh） 384ｋｗｈ 504ｋｗｈ 529kwh

２７９ｋＷｈ
↓

２７３ｋＷｈ
評価 × × ×

1.2 自動車燃料（軽油）使用量 ・アイドリングストップの実行 隅田 ■ ■ ■
　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ ■ ■

車両を購入した為 ・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■
予測して目標を設定した 　　計画燃料使用量(L) 154L 154L 154L

０Ｌ 　　実績燃料使用量（L） 141L 91L 230L
↓

４６３．６５Ｌ
評価 〇 〇 ×

2 廃棄物排出量の削減 ・一般廃棄物の分別徹底 阿部 ■ ■ ■
・コピー紙、雑紙のリサイクル ■ ■ ■

１０％削減（→９０％）
３６Ｋｇ 　　計画排出量累計（kg） 8Kg 10Kg 14Kｇ

↓ 　　実績排出量（kg） 18Kg 15Kg 16ｋｇ
３２Ｋｇ

評価 × × ×
3 水使用量の削減 維持管理として目標 ・配管水漏れチェック 阿部 ■ ■ ■

数値は設定せず。 ・維持管理 ■ ■ ■

評価 〇 〇 〇
7-1 受託した産業廃棄物の　 2022年11月より ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■

収集運搬量の拡大 収集運搬を開始した為 ・人員、車両の増員増車 ■ ■ ■
予測して目標を設定した

０Kg 　　計画運搬量累計（kg） 630Kg 630Kg 631Kg
↓ 　　実績運搬量（kg） 387Kg 731Kg 773Kg

１８９１Kg
評価 × 〇 〇

7-2 受託した特別産業廃棄物の　 2022年11月より ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■
収集運搬量の拡大 収集運搬を開始した為 ・人員、車両の増員増車 ■ ■ ■

予測して目標を設定した
０Kg 　　計画運搬量累計（kg） 201Kg 201Kg 201Kg
↓ 　　実績運搬量（kg） 261Kg 464Kg 754Kg

６０４Kg
評価 〇 〇 〇

8 非鉄金属リサイクルの拡大 ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■

１９，４２２g
↓

２５，２４９g 　　計画回収量累計（kg） 13083g 5967g 13455g
　　実績回収量（kg） 5899ｇ 17301ｇ9938ｇ

評価 × 〇 ×
9 新規取引先の獲得 ・月目標の明確化 隅田 ■ ■ ■

３１件
↓

４０件 　　計画新規獲得量累計 13 13 13
　　実績新規獲得量 7 9 7

評価 × × ×
１０ ガソリン使用量削減 ・月目標の明確化 隅田 ■ ■ ■

2022年12月～2023年2月月一回の空気圧確認 ■ ■ ■
実績値12723ℓより エコドライブの実施 ■ ■ ■
2％減が目標とする 渋滞を回避したルート作り ■ ■ ■

　　　計画目標値 411ℓ 411ℓ 411ℓ
目標値1233ℓ 　　　実績値 1108ℓ 581ℓ 702ℓ

評価 × × ×

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等
1 2022.11.24 阿部 電力使用量の削減が目標未達成 施策として実施していることの徹底を図っていく
2 2023.2.28 阿部 未達成項目について 廃棄物量、人員が増えているため各計画数値を周知し引き続き意識を持たせ達成に向け努力する

注：　
１、　この表は、通常の１年間の期間での計画・実績対比をベースとしているが、登録審査のための３ｹ月間の期間の欄も設けてある。状況に応じて使い別けてください。
２、二酸化炭素の排出量は総量ですが、実績は負荷の自己チェックを参照してください。

２０２３年ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２２年１２月～２０２３
年２月）

達成手段 責任者 ２０２２年

２０２２年度環境経営計画・実施状況評価
登録

遵守評価

承 認 作 成

環境管理責任者

環境管理責任

環境事務局

環境事務局

2022.11.24 阿部

（7／12）



基準年度：２０２２年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施
　　　　　（達成度は80％とする）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 二酸化炭素排出量の削減 ・電力、化石燃料使用量の削減 阿部
量の削減 ・低公害車・低燃費車の導入 実施案作成中

２％削減（→９８％） ・作業効率の向上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
１１，７５４ｋｇ ・太陽光発電の導入 計画模索中

↓ 　　計画排出量累計（ｋｇ）
１１，５１４ｋｇ 　　実績排出量累計（ｋｇ）

評価
1.1 電力使用量の削減 ・装置の不使用時電源ＯＦＦ 隅田

・エアコン温度設定最適化
　　計画電力使用量(kwh)

２％削減（→９８％） 　　実績電力使用量（kwh）
１，１７１ｋＷｈ

↓
１，１５９ｋＷｈ

評価
1.2 自動車燃料（軽油）使用量 ・アイドリングストップの実行 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
２％削減（→９８％） ・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

１，２６５Ｌ 　　計画燃料使用量(L)
↓ 　　実績燃料使用量（L）

１，２０１Ｌ

評価
2 廃棄物排出量の削減 ・一般廃棄物の分別徹底 阿部 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・コピー紙、雑紙のリサイクル ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
５％削減（→９５％）

９６Ｋｇ
↓ 　　計画排出量累計（kg）

９０Ｋｇ 　　実績排出量（kg）

評価
3 水使用量の削減 維持管理として目標 ・配管水漏れチェック 阿部 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

数値は設定せず。 ・維持管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

評価
7-1 受託した産業廃棄物の　 ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

収集運搬量の拡大 ３０％増量 ・人員、車両の増員増車 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
５，３１３Kg

↓ 　　計画運搬量累計（kg）
６，９０６Kg 　　実績運搬量（kg）

評価
7-2 受託した特別産業廃棄物の　 ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

収集運搬量の拡大 ・人員、車両の増員増車 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
３０％増量

４，９１４Kg 　　計画運搬量累計（kg）
↓ 　　実績運搬量（kg）

６，３８８Kg
評価

8 非鉄金属リサイクルの拡大 ・新規顧客の獲得 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
４０％増量

５７，５０８g
↓

６１，９３１g 　　計画回収量累計（kg）
　　実績回収量（kg）

評価
9 新規取引先の獲得 ・月目標の明確化 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

１２６件
↓

１３５件 　　計画新規獲得量累計
　　実績新規獲得量

評価
１０ ガソリン使用量削減 ・月目標の明確化 隅田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

月一回の空気圧確認 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
２％削減（→９８％） エコドライブの実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

４，８２３Ｌ 渋滞を回避したルート作り ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
↓

４，７２６Ｌ 　　　計画目標値
　　　実績値

評価

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等
1 2022.11.24 阿部 電力使用量の削減が目標未達成 施策として実施していることの徹底を図っていく
2 2023.2.28 阿部 未達成項目について 廃棄物量、人員が増えているため各計画数値を周知し引き続き意識を持たせ達成に向け努力する

注：　
１、　この表は、通常の１年間の期間での計画・実績対比をベースとしているが、登録審査のための３ｹ月間の期間の欄も設けてある。状況に応じて使い別けてください。
２、二酸化炭素の排出量は総量ですが、実績は負荷の自己チェックを参照してください。

２０２４年２０２３年ＮＯ． 項目
年度目標

（２０２３年４月～２０２４年
３月）

達成手段 責任者

２０２３年度環境経営計画・実施状況評価
登録

遵守評価

承 認 作 成

環境管理責任者

環境管理責任

環境事務局

環境事務局

2022.11.24 阿部

（8／12）



承　　認 作　　成
2022/11/24 2022/11/22

明松 阿部

 

（回覧ルート）

社長→全部門責任者、環境管理の責任者

改訂履歴

改訂月日 承認 作成者

2022.10.28 明松 阿部0版 新規作成

　 　

　 　

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

改訂数 改訂理由

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境経営方針の制定
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を用意する
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

役割・責任・権限

実施体制及び役割及び責任･権限

代表者
明松 麻也

総務部

明松 ひろ美

環境管理責任者
隅田 雄紀

EA21事務局
阿部 祐太郎
新井 瑞希

部門責任者
 阿部 勇介
出口 俊文



6.環境経営活動評価書

承　　認

2023年2月6日

明松

担当者
環境管理
の責任者 環境管理の責任者

ＮＯ． 推 進 項 目 　年　　度　　目　　標 　結　果　確　認 評価 達成の要因/未達成の原因

２％削減（９８％） ・電力、化石燃料使用量の削減

・低公害車・低燃費車の導入

３０８２ kg-CO2 ・作業効率の向上

↓ ・太陽光発電の導入

３０２０ kg-CO2

２％削減（９８％）

２７９ｋＷｈ
↓

２７３ｋＷｈ

１２７２Ｌ
↓

１２３３Ｌ

０ｍ３／t
↓

０ｍ3／t

３６Kg
↓

３２Kg

０Kg
↓

１８９１Kg

０Kg
↓

６０４Kg

１９４２２ｇ
↓

２５２４９ｇ

３１件
↓

４０件
2022年12月～2023年2月

実績値12723ℓより
2%減が目標とする

目標値1233ℓ

報告手順：
担当者が結果確認記入→責任者（環境管理の責任者）が評価・原因究明・是正・対応策記入→代表者

8

新規取引先の獲得 ７７件 ◎
前年度から仕事量増加

に伴い大幅な達成

非鉄金属リサイク
ルの拡大

２８２６９ｇ ◎
前年度から仕事量増加

に伴い達成

特別産業廃棄物の
収集運搬量

１４７９Kg ◎
前年度から仕事量増加

に伴い大幅な達成
7

・人員、車両の増員増車

各営業所で水をほとん
ど使わない為使用量が

0となっております。

6
産業廃棄物の収集

運搬量
１８９１Kg ◎

前年度から仕事量増加
に伴い大幅な達成

5
廃棄物排出量の削

減

１０％削減（９０％）

・車輛別タイヤ空気圧管理

・夏季以外のカーエアコンの抑制

４９Kg ×
前年度から仕事量増加
により人員増加による未

達成

4 水使用量の削減

手順遵守

０ｍ３／t ◎

前年度から仕事量増加
により人員増加による未

達成

・装置の不使用時電源OFF

・エアコン温度設定最適化

3
車燃料の削減

（二酸化炭素排出
量削減）

３％削減（９７％）

２３９２Ｌ ×
前年度から仕事量増加
により車両の台数増加、
人員増加により未達成

・アイドリングストップ実行

1
二酸化炭素排出量

の削減
７３９３ kg-CO2 ×

前年度から仕事量増加
により人員増加による未

達成

・新規顧客の獲得

2
電気使用量の削減
（二酸化炭素排出

量削減）
１４１７ｋＷｈ ×

作　　　成

  ２０２２年度環境経営活動評価書 2023年2月6日

阿部

環境管理の責任者

次年度の環境経営計画

・配管水漏れチェック

・維持管理

・一般廃棄物の分別徹底

・コピー紙、雑誌のリサイクル

・新規顧客の獲得

・人員、車両の増員増車

10
・月一回の空気圧確認

・新規顧客の獲得

・月目標の明確化

ガソリン使用量削
減

２３９１ℓ ×
前年度から仕事量増
加、車両増加による未

達成

・月目標の明確化

9

〇＝準達成

×＝未達成

◎＝達成

環境経営目標の実績/評価の判定

目標値を100％以上上回って達成した場合

目標値を90％以上上回って達成した場合

目標値を90未満で下回った場合

10



「環境関連法規などの取りまとめ及び遵守結果」

確認 評価

施行日：平成三十年四
月

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律
[1970/12・2012/8]
廃棄物排出事業者

・事業者の処理　（法：十二条２）

　事業者は、その産業廃棄物が運搬されるまでの間、環境省令で定める
　 技術上の基準（以下「産業廃棄物保管基準」という。）に従い、生活
　 環境の保全上支障のないように保管しなければならない

保管場所 現物確認 ✔ 〇

・産業廃棄物保管基準　（法：十二条２　、則：八条一）

　（１）60cmx60cm 以上表示
　（２）表示事項
　　　（イ）産業廃棄物の保管場所である旨
　　　（ロ）保管するする産業廃棄物の種類
　　　　（石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる

　　　　　場合は、その旨）

　　　（ハ）管理者の氏名又は名称及び連絡先

掲示板 対象無し ✔ 〇

・飛散・浸透防止、衛生管理　（法：十二条２　規：八条二） 保管場所 対象無し ✔ 〇

・水銀使用製品産業廃棄物の保管場所には、仕切りを設ける措置
　　（法：十二条二　規：八条一第五）

保管場所 対象無し ✔ 〇

・産業廃棄物管理票　（法：十二条の三　規：八条の二十一）

　　　　運搬受託者の記載事項は環境省令で定める次の事項
　　　　　①氏名又は名称　②運搬を担当した者の氏名
　　　　　③運搬を終了した年月日　など

管理票
電子マニフェスト

確認
✔ 〇

・委託　(法：十二）

　事業者は運搬業者と書面による委託契約をする
　委託契約書の保存期間は５年

委託契約書 現物確認 ✔ 〇

・産業廃棄物に係る処理の委託　（法：十二条　５、６）

　事業者は、その産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合は、
  環境省令で定めるものに委託しなければならない

・産業廃棄物の運搬を委託できる者　（規：八条の二の八）

・産業廃棄物の処分を委託できる者　（規：八条の三）

・委託契約に含まれるべき事項　　　　　　　　　　（規：八条の四の二ホ）
　　水銀使用製品産業廃棄物が含まれる場合、その旨

委託契約書 契約書１回/年 ✔ 〇

・特別管理産業廃棄物に係る処理の委託）　（法：十二条の二　５、６）

　事業者は、その特別管理産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合
は、
   環境省令で定めるものに委託しなければならない
・特別管理産業廃棄物の運搬を委託できる者　（規：八条の十四）

・特別管理産業廃棄物の処分を委託できる者　（規：八条の十五）

委託契約書 契約書１回/年 ✔ 〇

・産業廃棄物を生じる事業者
　産業廃棄物の種類ごと、運搬先ごと、管理票に産廃の種類｢水銀使用製品
　産業廃棄物｣、数量、受託者氏名又は名称、最終処分地などを記載し、交付す
る
　（則：八条の二十）
・管理票の回付　(法：十二条の三 ３項）

　B2,D票90日、E票180日(特別管理産業廃棄物は６０日）受け取る
　　（則：八条の二十八）

　B2,D票90日、E票180日以内に返送されない場合は30日以内に知事に報告
　 （則：八条の二十九）

管理票
管理票のB2､D､E
票が期日を過ぎた

場合
✔ 〇

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出　（法：十二条の三　７項　）

産業廃棄物
管理票交付

等状況報告書

電子マニフェスト
採用のため不要

✔ 〇

・電子情報処理組織の使用　(法：十二条の五）

　産業廃棄物を生ずる事業者(中間処理業者を含む。）は、環境省令で定
　める情報を情報処理センターに登録したときは、管理票を交付することを
　要しない

情報処理
センター

電子マニフェストを
採用している

✔ 〇

・産業廃棄物処理業　(法：十四条）

　　産業廃棄物の収集又は運搬を業として行おうとする者は、当該業を行おう
　　とする区域を管轄する都道府県知事の許可を受けなければならない
　　　　許可の更新期間５年　　（令：六条の九 一項）

　　環境省令で定める基準に適合する者　７年　　（令：六条の九 二項）

許可書
許可の更新期間５

年
✔ 〇

 ・一の指定都市等を超えて産業廃棄物の収集運搬及び積替えを行う場合、
　都道府県知事が許可等を行う
　　（令：二十七条）

　収集運搬業の許可制度の改革

許可書 現物確認 ✔ 〇

・産業廃棄物処理業　(法：十四条６）

　　産業廃棄物の処分を業として行おうとする者は、当該業を行おうとする区域を
管轄する都道府県知事の許可を受けなければならない
　　　　許可の更新期間５年　(令：六条の十一）

　　環境省令で定める基準に適合する者　７年　(令：六条の十一）

許可書
許可の更新期間５

年
✔ 〇

・処理困難通知　(法：十四条１３）

　産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処分業者は、現に委託を受けている
産業廃棄物の収集運搬、又は処分を適正に行うことが困難となり又は困難となる
おそれが生じたときは、遅滞なくその旨を委託した者に書面で通知しなくてはなら
ない。
・処理を適正に行うことが困難となる理由　(則：十条の六の二）

処理困難通知 現物確認 ✔ 〇

・特別管理産業廃棄物の収集又は運搬業　(法：十四条の四 ）

　　特別管理産業廃棄物の収集又は運搬を業として行おうとする者は、当該業を
行おうとする区域を管轄する都道府県知事の許可を受けなければならない
　　許可の更新期間５年　(令：六条の十三）

許可書
許可の更新期間５

年
✔ 〇

・特別管理産業廃棄物の処理業　(法：十四条の四 ６項）

　　特別管理産業廃棄物の処分を業として行おうとする者は当該業を行おうとす
る区域を管轄する都道府県知事の許可を受けなければならない
　　許可の更新期間５年　(令：六条の十四）

許可書
許可の更新期間５

年
✔ 〇

自動車リサイクル法
施行日：平成二十四年二月
使用済自動車の再資源化等に関
する法律

・使用済自動車の引渡義務　自動車の所有者　引取業者への引渡　（法：八条 ） 対象無し - -

※環境関連法規への違反はありません。なお関係当局より違反等の指摘はありません。

フロン排出抑制法

施行日：平成二十七年四
月

フロン類の使用の合理
化及び管理の適正化に

関する法律

定義　（法：二条３ ）

・第一種特定製品
　    一　エアコンディショナー　（業務用の機器）
      二  冷蔵機器及び冷凍機器（業務用の機器　７．５ｋＷ以上）
指針　（法：十六条 ）
・管理者の判断の基準（Ｈ２６年度環境省経済産業省告示第１３号）
　*「簡易点検」全ての第１種特定製品の点検：３ヶ月に１度以上、実施者の制限なし
　*「専門点検」一定規模以上の第１種特定製品の点検：専門点検の方法について
　　　十分な知見を有するものによる実施
　　  エアコンディショナー（７．５ｋＷ以上５０ｋＷ未満）：３年に１回以上
　　　　　　　　　　　　　 　   （５０ｋＷ以上）　　　　　　　　 ：１年に１回以上
　　  冷蔵機器及び冷凍機器（７．５ｋＷ以上）　　　　　：１年に１回以上

対象無し - -

関係法規等 規　　制　　内　　容 該当設備等
点検・測定
頻度・実施
時期など

遵守状況

法務省　法令提供システム　http://law.e-gov.go.jp

神奈川県　県例規集　http//k-base0.3pref.kanagawa.jp/reiki.html

登録

遵守評

承 作

環境管理責任

環境管理責任

環境事務局

環境事務局

2022.10.22 阿部

（11／12）



保管：EA21事務局 代表者承認 環境管理責任者

見直し実施日 （　□定期見直し　■臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境経営への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

産業廃棄物排出量の削
減

× 〇

受託した産業廃棄物の
　　　収集運搬量の拡大

〇 〇

受託した特別産業廃棄物の
　　　収集運搬量の拡大 〇 〇

非鉄金属リサイクルの
拡大

〇 〇

新規取引先の獲得 〇 〇

【環境経営システム等】

【総　　括】　(環境経営レポートに転記)

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

今期はシステムの見直しは行わないが、目標未達が連続するようであれば、その必要において
システムの変更を考慮する。

（１）全体評価
エコアクション２１認証登録のための３カ月間の取り組みであり、1年後に向けた取り組みを今後し
ていくこと。

変更の必要性　：　□有　　■無
今期は見直しは行わない。

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無
現在の体制を維持する。

変更の必要性　：　□有　　■無

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

【環境経営方針】
変更の必要性　：　□有　　■無

今期は見直しは行わない。

【環境経営目標及び環境経営計画】

廃棄物排出量の削減 × 〇
一般廃棄物の削減が未達なので削減の努力をする。資源の再利
用など徹底したい。

水使用量の削減 〇 〇 引き続き朝礼等で節水を呼び掛ける。

代表者による
評価

経営的観点

3カ月運用の結果、環境経営システムは有効に機能している。

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・経営計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問
題点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出量
　　　　　　の削減

× 〇 エアコンのフィルター掃除の頻度を上げて運転効率を上げる。

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

前回の見直し
記録より指示
への取組結果

　初回登録のためなし。

見直しに必要
な情報

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)
②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書による）

③適用範囲、実施体制
④問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）
⑤外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)

代表者による全体の評価と見直し
結果報告書 明松　麻也 阿部　祐太郎

2023年2月28日

2022年12月１日　～　2023年2月28日


